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ワークショップで使用した対話ツール

大阪大学 STiPS のつくる
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大阪大学 STiPS では、社会への導入に向けて研究・開発が進められている科学技術を
テーマに、一般の人々が集まる対話の場づくりをしています。

生体認証やビッグデータ、人工知能、自動運転、再生医療などの「萌芽的技術」はこれ
からの私たちの生活や社会を劇的に変えていく可能性を秘めているにも関わらず、普段
の生活の中では、そのことについて、改めて向き合って考えたり、語り合ったりする機
会はあまりありません。
大阪大学 STiPS が実施する「対話の場」は、何か一つの正解に導く場ではありません。
それぞれの人が、自分なりの動機で参加し、安心して、自分の考えを話すことができる
ようにするにはどうすればよいのか、検討を重ねながら「対話の場」をつくっています。

その❶ その❷ その❸

2019 年 7 月 13 日（土）、市民参加型ワークショップ「新し
い医療と、くらし 〜再生医療のあるべき未来像〜」を開催し
ました。この日の参加者は 20 人。10 代〜 80 代まで、幅広い
年代の方にご参加いただきました。科学技術と社会のつなが
りについて学んだ大阪大学の学生が、グループでの対話をお
手伝いしました。これは、そのワークショップの記録です。

STiPS は、再生医療だけではなく、宇宙政策や自動運
転など、さまざまなテーマで市民参加型ワークショッ
プを開催しております。
ワークショップに参加をしてみたい、という方は、
特設サイト「ちがってみえるメガネ」をご覧ください。

2020 年 1 月発行
発行：公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS） http://stips.jp
構成・レイアウトデザイン：三宅由莉（トロワ・メゾン）／イラスト：いわた花奈（アトリエ・カプリス）

市民参加型ワークショップ「新しい医療と、くらし 〜再生医療のあるべき未来像〜」の記録

Vol.1
市民参加型ワークショップ「新しい医療と、くらし  〜再生医療のあるべき未来像〜」の記録

対 話 を  重 ね  て  未 来 を  描 く

iPS 細胞を利用した「再生医療」が、
いよいよ現実味を帯びてきました。
メディアで取り上げられるにつれ、
さまざまな期待が高まっています。
しかし一方では、倫理観、宗教観、
人としての尊厳などの観点から、
慎重な意見も。

「再生医療」は私たちの暮らしを
どのように変えるのでしょう？
 
ちょっと先の未来について、
一緒に考えてみませんか？

専門家の参加

テーマとして取り上げる分野に詳しい専門家をゲ
ストとして招いています。その場で出てきた疑問
にお答えいただいたり、参加者とは違った視点を
提供いただいたりしています。

学生によるファシリテーション

科学技術と社会のつながりについて学んでいる学
生がグループファシリテータとして参加し、参加
者同士の対話をサポートします。学生にとっても、
価値観や意見の多様性を学ぶことができる、そし
て、自らの専門性を振り返ることができる、よい
機会になっています。

オリジナル対話ツールの開発

対話のテーマとして取り上げる科学技術に関し
て、適切な情報提供を行うことはとても大切です。
特に詳しい人ではなくても、その科学技術が社会
に及ぼす影響についての対話をスムーズに始める
ことができるように、オリジナルの情報提供資料

「対話ツール」を作成しています。

大阪大学 STiPS が実施する「対話の場」の特徴

「対話の場」
対話の場では、1 人で考えているときには思いもよらないかった意見に出会うことがあ
るかもしれません。これまで技術について自分が持っていた断片的な知識が、新たな知
識と結びつき、より俯瞰的な視点を持つことができるようになるかもしれません。技術
の導入に対して何の懸念もなかったのに、もやもやとした気持ちが生じてくるかもしれ
ませんし、逆に些細なことに思えてくるかもしれません。 

対話の場に参加することの意義は、参加者の1人ひとりにとって異なります。多様な人々
が科学技術に対して語り、そこから生み出された多様な意見が科学技術に携わる人にも
フィードバックされるような、そして、全ての人が科学技術に対して思考停止すること
なく、安心して意見を述べることができる場をつくっていきたいと考えています。

もっと聴きたい！
話してみたい！
参加したい！

そう思ったあなたへ

　 ※ ���STiPS と一緒にワークショップを開催してみたい！
　 という方は、STiPS ウェブサイト（http://stips.jp）
　 内のお問い合わせフォームよりご連絡ください。

https://chigamega.net



ワークシート & アンケートへの記入
参加者のみなさんには最後に、ワークショップでの議
論の内容を踏まえて、一言ずつお寄せいただきました。

（下段に一部掲載）

グループでの振り返り
ワークシートやアンケートの記入が終わったグループ
から、振り返りを行いました。

専門家のお二人からのコメント
ここまでのグループ対話で出てきた多様な内容を受け
て、専門家のお二人からは、「再生医療がどうあるべき
かということを考えようと思うと、それは医療だけで
はなく社会全体のしくみ（社会、経済、福祉など）とセッ
トで考えなければなりません」また、「老いとは何かと
いう問いについても、今までとは異なるビジョンが必
要になってくるのかもしれません」など、「再生医療」
を考えていく上での新たな枠組みや、違う角度からの
視点をいただきました。

グループ対話 2

　Q2 �再生医療を進めるにあたり何を大切に
　　　すればよいでしょう？

ワークショップの前半で話したこと、専門家から得た情
報などを踏まえつつ、Q2 について、それぞれの考えを
ワークシートに記入してもらい、お互いの考えを共有し
ながら、グループでの対話を進めました。

議論の内容を共有
グループで話した内容を全体で共有しました。

ワークショップ趣旨説明
全体進行の八木絵香准教授より、ワークショップの趣旨
やこの日の進め方について説明がありました。

再生医療についての情報提供
対話ツールを使いながら再生医療に関する情報（どのよ
うな応用の可能性があるのか、どのような懸念が考えら
れるのか、など）を紹介しました。

アイスブレイク
「再生医療ときいて、パッと思いついたコトは？」とか
かれたワークシートを使いながら、グループ内での自己
紹介を行いました。各グループに大阪大学の学生 1 〜
2 名がグループファシリテータとして加わり、対話をサ
ポートしました。

グループ対話 1

　Q1 �再生医療に期待すること、不安なことは？

Q1 について、それぞれの考えをワークシートに記入し
てもらい、お互いの考えを共有しながら、グループでの
対話を進めました。

議論の内容を共有
グループファシリテータが、話し合ったことをまとめて
発表し、会場全体で共有しました。
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まずは法の整備を

専門家からのコメント
会場から出てきたさまざまな疑問に対し、再生医療に関
わるお二人の専門家から情報提供がありました。

『再生医療』と聞くと、iPS 細
胞をつかったものを想像するか
もしれませんが、まだまだ研究
段階。臨床現場に出てくるには
5〜 10年は確実にかかります。
移植の代替にという話もありま
すが、立体の臓器を人工的につ
くるには、まだまだいくつもの
ハードルがあるのです。

安全性が承認されていないよ
うな治療を他国に行って受け
てくるという『幹細胞ツーリ
ズム』が問題視されています。
国際幹細胞学会なども懸念を
示していて、指針なども公表
されています。

専門は、科学社会学、科学技術社会論、科
学技術政策。生命科学と社会、遺伝子組換
えや幹細胞を巡る議論、メディア言論動向
分析、科学技術イノベーション政策のため
の科学、東日本大震災を巡る構造的課題な
どに関わる研究を行う。

専門は幹細胞生物学、科学技術社会論。
幹細胞研究および再生医療に関する社会
受容の形成やコスト面などの社会実装に
関する研究を行う。

標葉 隆馬さん

八代 嘉美さん

専門家メガネで

みる
新しい医療と、くらし 
〜再生医療のあるべき未来像〜

日時：2019 年 7 月 13 日（土）
         13:30 〜 16:30

場所：UMEDAI 大阪・梅田会議室 UMEDAI-05

進行：八木 絵香
　　　（大阪大学 CO デザインセンター 准教授）

専門家：
　　　八代 嘉美
　　　　（神奈川県立保健福祉大学
             イノベーション政策研究センター 教授）

　　　標葉 隆馬
　　　　（成城大学文芸学部 准教授）

主催：公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS）
共催：大阪大学 CO デザインセンター
後援：日本再生医療学会、大阪大学 21 世紀懐徳堂

ワークショップの最後、参加者のみなさんには、「今日 1 日いろんな話を聞いて、再生医療
に関する研究をこのまま進めるべきかどうか、なぜそう思ったのかを書いてください」と
お願いしました。ここに掲載しているのは、参加者のみなさん 1 人ひとりのメガネをとお
してみえてきた「再生医療のあるべき未来像」です。

人類の幸せは
地球の幸せ？

研究者の 
モラルを信じたい

＊このワークショップは、日本学術振興会 課題
設定による先導的人文学・社会科学研究推進事
業（領域開拓プログラム）「RRI の新展開のため
の理論的・実践的研究－教育・評価・政治性に
注目して（研究代表者：標葉隆馬）」の支援のも
と開催しました。


